
水素の分類（マッピング）

ハイドロカルシウムパウダー（HCP）

＊説明文や表現には、商品の開発意図、目的とする効果等をよりわかり易く説明し理解していただく為に、一般食品としては認め

られていない表現が含まれておりますことをご了承願います。

＊この資料については、お客様への資料及びPOP・WEBでの使用を禁止しています。

研修用資料

Ⓒ 2019 ENAGEGATE, Inc. All Rights Reserved.



Ⓒ2019 ENAGEGATE Inc. All Rights Reserved.

●水素の分類（業界マップ）

・健康、美容を目的として水素水を中心に「水素」が話題となった一方、その抜けやすさから「ただの水」と呼ばれるなど、果たして実態は

どうなのか？ そもそも「水素」と呼ばれるものは何か？といえば、「水素＝ガス(気体)」です！新たなエネルギーとして論じられる

「水素」も同様です。その水素を生体内に運ぶために、液体や固体に水素ガスを含有させたり、または医療関連機関では、水素ガス発生装置

により直接水素ガスを吸引したりしています。それらを以下に分類しました。

“水素”とは？

①水素ガス吸引(直接) ②水(液体) ③粉末(固体)

水素＝ガス(気体)

各種素材(基材)

・水素ガス吸入器

(現時点で医療機器申請を

通過したものはない)

・水素水(主にアルミパウチ)

・水素水サーバー

・水素水生成器

(浄水器型・ハンディ型)

・水素発生スティック

(簡易型水素発生装置)

・サンゴ系

(サンゴ、牡蠣殻、ホタテ等含む)

・鉱物系

(シリカ・ゼオライト・ 岩塩・

水素化マグネシウム等)

・ハイドロカルシウムパウダー
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●水素の分類（特徴）

“水素”とは？

・携帯性に優れている。

・摂取量は限られるが、水素の保持力高い。

・体内環境で持続的に水素ガスが発生する。

・素材の影響と水素の作用が混同されやすい。

①水素ガス吸引(直接) ②水(液体) ③粉末(固体)

水素＝ガス(気体)

各種素材(基材)

・漏れがない。

・持ち運び困難。

・吸引は医療行為。

(通常の生活環境で扱う類

のものではない)

・水分摂取は重要な要素。

・豊富な水素を溶存させる技術は

素晴らしい。ただ、水素の特性上、

どうしても漏れやすく、機能を

失い、国民生活センターからは

水分補給と言われる。

・その場で生成し、一気に多量

飲める環境では効果的。
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●粉末の分類

粉末(固体)水素素材の違い

・原料の基礎データあり。

・トレースがとれる素材。

・多孔質素材に水素を吸着。多孔質であれば何でも

いいわけではない。

・通常環境では水素は保持。

・摂取後、消化液に触れてから水素が発生。

・ロット毎に水素量を担保（品質が一定）。

・吸収し難い結晶構造。

・ミネラル等不純物が少なく均一な組成

（水素の作用だけを見積り易い）。

・摂取後の血液性状などから、特にスポーツコン

ディショニング面で摂取のタイミングや量を

検証できる。

運動パフォーマンスを高める手助けが可能。

①サンゴ系 ②鉱物系 ③ハイドロカルシウムパウダー

水素＝ガス(気体)

粉末(固体)の比較

・ガスではない。

・イオンが効果ありとするもの。

・ミネラル、金属類豊富で素材の

影響が強く、カルシウムとして

有用。

・これらが還元電位計や体感に

示される。

ここでは、ガス分類を扱うため、

比較対象から外れる。

・代表例：

酸化ケイ素（ガラス成分） ＋

塩基性ｶﾘｳﾑ・ﾅﾄﾘｳﾑ化合物等 ＋

水と反応 ＝ 多量の水素ガス発生。

・ガス量のコントロール困難。

・食品としては安全性に疑問あり。

・植物性油、海洋性ミネラル類は

水素発生にほぼ関係しない。

・水素化Mgは食品としては使用不可。
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粉末素材のガス量推移と特徴

ガス量

発生速度

【ハイドロカルシウムパウダー】

単一素材の炭酸カルシウムが主成分。

素材の消化プロセスが読みやすい。

消化管を経由した水素の連続補給が可能。

品質が毎ロット一定。無機質の素材で、

ガスは気相部に出るため、酸化還元電位計には

反応しにくい。

【酸化ケイ素（シリカ）系】

水と反応し初期段階で多量の水素発生。

最初にピークを迎える。

ガス量は一定でない。

水と反応後にシリカ微粉末の沈殿物に

有機化合物が存在しうる。酸化還元電位が下がる。

毎回一定でない

毎回一定

参考：【水素化マグネシウム】

水と反応しても初期段階では水素発生が乏しい。

時間経過後、多くの水素が発生する。

食品としてはNG。浴用として応用事例多い。

粒度が粗い場合など、反応性が高くなり過ぎ

安定性を欠き、浴槽投入時にむせるような

こともある。
※水素摂取の方法として内側からと外側からがあり、素材特性から判断すれば、

推奨用途は判断しやすい。

ハイドロカルシウム

パウダー

水素化マグネシウム

シリカ系
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●粉末の特性

・水素水は一過性の水素補給、粉末は消化管を経由した連続補給。

・液体と固体では、吸収のプロセス含め役割が異なる。

・本来、水素は強酸因子でもあるので、粉末による消化管を経由した補給において、水と同等に多い水素量が一概にいいとは

限らない。粉末の経口摂取においては、水素量が多すぎることによる懸念もあり得る。

・水素ガス以前に基材(粉末)そのものの影響が体感として出やすく、水素の効果と混同されやすい。

●粉末水素素材選定基準

１）原料の基礎データ(特許に関するデータ、微量元素データなど）がある。

２）製剤として安定した水素量を発生する（品質が一定かどうか）。

３）ドーピングに関する検査を行い、禁止成分が入っていない安全性の高いものであること。

４）素材そのものの影響が少なく、純粋に水素のみを評価しやすいこと。

５）他の要因を排除した上で呼気や代謝等への影響を観察し、実際に水素吸収の可能性を確認できること。

粉末(固体)に求められる視点
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健康産業新聞：水素特集


